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今、なぜダイオキシンなのか

てさまざまなリガンドと結合し、多機能性
化学物質センサーとして生体防御と恒常性
維持という生命現象の中枢を制御していま
す。ダイオキシン類はその本質に介入して
多くの疾患を発生させ、「内なる生態系」
の多様性の喪失はその産生物であるAhR
リガンドの質的・量的変化をもたらして免
疫・腸疾患などの私たちの健康に大きな影
響を与えることは容易に想像されます
（図）。
　研究の進展によってダイオキシン類の毒
性の本質が明白になり、発生の初期にダイ
オキシン類に被曝することは生命・健康に
取り返しのつかない状況を招きかねないこ
とを認識する必要があります＊16。また、
「東南アジアに輸出された廃プラが処理さ
れ、周辺住民の炎症性疾患が増加し、その
廃液が日本向けの養殖エビの池に流れ込ん
でいる」という報道を聞くに及んで、ダイ
オキシン汚染に国境はないことが懸念され
ます。私たちの社会はこれに限らず、ゲノ
ム編集や「原発」の廃棄物処理など「いの
ち」に密接に関連し、「細分化」された特
定分野の「専門家」だけでは解決できない
多くの困難な問題に直面しています。分野
と立場が異なる専門家・当事者・市民・行
政を交えた自由な意見交換による合意形成
とそれに基づく政策推進が求められます。

されて多様な疾患を引き起こすと考えられ
ます＊7。
　

AhRと 
免疫・腸内細菌
　異物代謝と免疫はそれぞれ異物を排除し
て生体防御を構成しますが（図）、免疫に
関与する多くの遺伝子にもXREが存在
し、AhRが重要な働きをしていることが
わかってきました。その働きは、①炎症抑
制、②免疫細胞の分化、③病原菌感染防御
として考えられます。AhRは免疫促進と
抑制という対照的な働きを有する免疫細胞
への分化を制御し＊8、分化の方向性はリガ
ンドにより影響されてTCDD＊9は免疫抑
制へと誘導します。また、AhRは腸内細
菌で誘導され、緑黄色野菜の代謝産物や腸
内細菌の産生物＊10をリガンドとして利用
して病原菌感染防御の働きを促進していま
す。このように、AhRは代謝活動や腸内
細菌の産生する化学物質を介して免疫能を
制御していますが、経口的に取り込まれた
環境汚染物質により免疫能が影響される可
能性もあります。

 おわりに

　化学物質データベース＊11には2015年ま
での50年間で1億件を超える化学物質が登
録され、以後の50年間では6億件を超える
新規化学物質が追加されると予測されてい
ます。しかしながら、ダイオキシン類をは
じめとする残留性有機汚染物質＊12の存在
は「生物学的な適応にも限界

4 4

がある」こと
を示すメッセージとして社会的にも強く認
識されるべきではないでしょうか。
　近年、過剰な

4 4 4

抗生物質の使用で耐性菌の
出現・拡散と、腸内細菌の多様性の喪失が
指摘されて「抗生物質の冬」＊13と呼ばれ、
先進国で急増している自己免疫疾患、腸疾
患、アレルギーなども腸内細菌の生態系の
変化に起因するともいわれています＊14。
『沈黙の春』＊15と「抗生物質の冬」が同時
進行する世界において、AhRは「内・
外」環境および腸内細菌との境界に位置し

＊7　�川尻要『ダイオキシンと「内・
外」環境�• その被曝史と科学
史』九州大学出版会、2015年

＊8　�Quintana,F.J.,et al. Nature, 
453, 65-71 （2008）

＊9　�TCDD：2,3,7,8-テトラクロロジ
ベンゾ-パラ-ダイオキシンの
略（ダイオキシン類の仲間の中
で最も毒性が強い化学物質）

＊10　�Hubbard,T.D.,et al.Drug 
Metab.Dispos.43,1522-1535 
（2015）

＊11　�CAS,A  Division of  the 
American Chemical Society, 
[http://www.cas-japan.jp/]

＊12　�『POPs�• 残留性有機汚染物
質』環境省、2016年

＊13　�マーティン・J・ブレイザー
著、山本太郎訳『失われてゆく、
我々の内なる細菌』みすず書
房、2015年

＊14　�アランナ・コリン著、矢野真
千子訳『あなたの体は9割が
細菌 �• 微生物の生態系が
崩れはじめた』河出書房新社、
2016年

＊15　�Carson, R.: Silent Spring, 
Houghton Mifflin, USA 
（1962） レイチェル・カーソン
著、青樹簗一訳『沈黙の春』新
潮社、1974年

＊16　�Wang, H. et al. Toxicol. Sci., 
149, 346-357 （2016）

図│�AhRの生物機能とダイオキシン
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特集

　2014年より全国の医師・歯科医師とと
もに北九州市、名古屋市、長崎県五島市奈
留町にて未認定患者の健康調査を実施して
きた＊１・２。これらの中で次世代、次々世代
の主な結果を報告する（年齢は調査時のもの）。
　北九州市在住の女性（1957年生、57歳）は

小学2、3年頃汚染油を食し、母、兄と一緒
に九大での第1回目の検診から受診し未認
定が続いているが、私たちはカネミ油症と
診断した。女性は23歳時結婚し、8回の妊
娠で4回の流産・死産を繰り返し、生まれ
た4人の子（次世代：長男、長女、次女、次男、32

～17歳）は全員が異常出産であった（表1）。
また全員に油症診断基準に該当する症状が
認められた（表2）。さらに、長男は20歳
に膀胱癌で手術をし、次男は精神症状と両
下第3大臼歯の半埋伏歯があった。長女に
は陰部皮疹、左卵巣嚢腫、次女には修学前
に不正性器出血や婦人科症状・所見と肥満
（BMI:長女33.8、次女42.5）が認められた。4人
とも小中学校は休みがち、次男は不登校に
近く、長男は私立高校に行くも欠席がち
で、他の3人は通信高校に在籍している。
4人とも仕事が人並みにできない。
　2012年の救済法で救済（認定）された長
崎県五島の奈留町より名古屋市などに転出
したきょうだいの姉（1950年生、65歳）、弟
（1954年生、61歳）とそれぞれの子計6人（次世
代：姉の長女、次女、長男、三女、42～32歳、弟の長

男、次男、24、22歳）、姉の孫3人（次女の子、
次々世代：長男、次男、長女、19～6歳）を含む未
認定の11人（男6人、女5人）を対象とし2015
年、18年に調査した。なお、弟の妻すな
わち子の母親（1954年生、61歳）も奈留町の

出身で未認定である
が、私たちはカネミ油
症と診断した。弟の長
男を除く継世代の8人
に対し歯科レントゲン
撮影を実施した。ここ
では他の症状・所見は
省略し、歯科所見で特
徴的であった永久歯の
先天性欠如についての
み述べる。なお、日本
小児歯科学会学術委員

＊1　�藤野糺、武田玲子ほか「カネミ
油症被害者の底辺」『水俣学研
究』2018年No.8 p.17-45

＊2　�藤野糺、武田玲子、宮川康一、
橋詰義幸ほか「カネミ油症患者
の次世代、次々世代を含む実態
と認定問題―三地区での健康
調査結果から―」『環境と公害』
2019年48（4） p.14-19

＊3　�「日本人小児の永久歯先天性欠
如に関する疫学調査」『小児歯
科学雑』日本小児歯科学術委員
会、2010年48（1） p.29-39

＊4　�和氣徳夫（2015）「5C-1251 ダ
イオキシン類曝露による継世代健
康影響と遺伝的感受性要因との関
連に関する研究（平成4～26年度）
https://www.env.go.jp/policy/
kenkyu/special/houkoku/data_
h26/5C-1251.html

会が1万5544人を対象に実施した永久歯先
天欠如の疫学調査＊３では、第三大臼歯を
除く永久歯の先天性欠如者数の発現頻度は
10.09％である。同調査の歯種別発現頻度
は（　）内に示す。姉の次女は両上第2大
臼歯（右0.55、左0.52％）、三女は左下側切歯
（1.74％）の先天性欠如が認められた。弟の
子では早産で1504gの低体重児で生まれ
た次男に両下第2大臼歯（右0.07％、左

0.11％）、右下中切歯（0.75％）、左下第2小臼
歯（3.12％）の先天性欠如が認められた。
次々世代でも他の症状と長女の右下側切歯
（2.54％）先天性欠如が認められた。
　一般的には少ない頻度のパターンが1家
系の次世代、次々世代8人中4人（50％）に欠
如本数、歯種別に極めて高率に認められた
ことは特異的であると考えた。油症診断基
準には「小児期の被曝での歯牙異常（永久
歯の萌出遅延）」が参考所見とされているが、
このような歯牙の先天性欠如は現在問題と
なっているカネミ油症の次世代、次々世代
に及ぼす影響＊４である可能性を示している。

表1│出産時に現れた異常� ○：出産時に表れた症状

早産 早期破水 微弱陣痛 遷延分娩 鉗子分娩 胎盤剥離

長男 ― ― ○ ○ ○ ―

長女 ○ ― ― ○ ― ―

次女 ― ○ ○ ○ ― ―

次男 ○ ― ― ― ― ○

表2│�油症診断基準における重要な所見と	
参考となる自覚症状� ○：診断時に認められた症状

重要な所見 参考となる自覚症状

色素
沈着

ざ瘡様
の皮疹

全身
倦怠感

頭重・
頭痛

不定の
腹痛

月経の
変化

せき・
たん

長男 ○ ○ ○ ○ ○ ―

長女 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

次女 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

次男 ○ ○ ○ ○ ○ ―

藤野糺氏

カネミ油症患者の
次世代、次々世代の健康調査

水俣協立病院名誉院長／菊陽病院医師　藤野糺
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今、なぜダイオキシンなのか

　日本には、50年前に北九州を中心に起
きたカネミ油症事件により、直接 PCB・
ダイオキシンを食した被害者が15000人く
らい居られます。そしてその被害は今も子
ども達、孫達世代にも影響しているので
す。それなのに「こんな極端な事件からダ
イオキシンの危険性を云々言うことはな
い」「ダイオキシンなんて怖くない」と言
う無責任な発言が存在することは許せませ
ん。科学者（?）には、被害者の実態に学
び、微量のダイオキシン汚染も軽視しない
誠実で謙虚な研究をしてほしいと思います。
　 地球環境の汚染は 
子宮内汚染
　産むという身体感覚の乏しい男性中心の
長く続いた社会構造の厚い壁の中、20年
前に158人もの女性弁護士さんたちが、健
やかな「いのち」の持続可能な共生社会を
目指して「ダイオキシン・環境ホルモン対
策国民会議」を設立され、現在も頑張って
運動されている事に敬意と感謝を覚えます。
　日本は、カネミ油症事件に学び、世界に
向け、率先してダイオキシン規制を強化す
る使命があるにも拘わらず、未だに規制値
は甘く、食品規制も行っていません。国民
会議の代表を務められた立川涼氏の研究成
果によって警告されたダイオキシンの排出
源であるごみ焼却場は減らず、日本は未だ
に焼却大国のままです。測定もお粗末で
す。オリンピックを目前に東京23区はプ
ラスチックごみも燃やしているのです。
　「性と生殖の健康と権利、リプロダ
クティブ・ヘルス /ライツ」の訴え
　母性を備えた女性たちは、自らの生物と

しての宿命として、医学が進歩した現在で
も、胎盤や母乳によって有害化学物質を次
世代に譲り渡すのです。母としての私を悲
しませたこと、皆に知ってもらいたいこと
は、出産により胎盤や母乳を通して母体の
有害化学物質が子に譲られる結果、母体の
体内毒物は薄まるという、望むはずのない
害毒の先送りという反倫理的な帰結です。
有害化学物質が胎盤や母乳で次世代に移行
した結果、さまざまな影響が出ています。
　賢明な先人たちは、その現実に気付き、
国連では人権規約や女性差別撤廃条約に、
また国内でも男女共同参画基本法の中に、
「リプロダクティブ・ヘルス /ライツ」と
いう言葉を明記しました。
　それにも拘わらず、日本の現在の男性中
心社会では、経済開発が優先され、ほぼす
べての分野で、女性の人権・母性に係る相
互理解のための対話が十分に行なわれず、
お題目のみの社会が進行しています。
　カネミ油症の女性被害者たちの50年間
にわたる涙と憤りと不安の人生は、明らか
にリプロダクティブ・ヘルス /ライツの侵
害の結果です。次世代の子どもたちへの人
権侵害でもあります。その現実を知り、
20年間、支援者として、憤りや不安を共
有し、80歳を迎えた今、４人の子どもの
親として、この現実を無視してこの世を去
ることは出来ないとの思いで、新たな視点
からの訴訟を呼び掛けています。きっとこ
の情報を読まれる皆さまは、持続可能な健
やかな「いのち」への連帯に向け、女性た
ちの出番に、理解と共感と支援を下さると
信じ、未来に希望を託します。

佐藤禮子氏

ダイオキシンを食した
カネミ油症被害者に学ぶ

カネミ油症被害者支援センター共同代表　佐藤禮子
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事務局からのお知らせ

脳の働きを退化させるスマホ

広報委員長　佐和洋亮

　車内スマホや歩きスマホは今や日常。SNSに関係するツイッターやラ
インなどによるメッセージ（書き込み）の氾濫。最近もライングループか
ら「早くクラスからいなくなれ」「死んで欲しい」などの言葉をメールで
あびせかけられた中2の女生徒が自殺していたことが報じられた（朝日新
聞6月3日付1面）。その解説では、「あらゆる行動への視線を常に意識し続
けることから、心理・精神的な疲弊が助長され、強い心理的苦痛を感じる
ようになった」と報告されている。バーチャル世界で追い込まれる心理状
況か。
　スマホを使っている子どもの学力は低下し続ける、という研究発表があ
る（東北大、川島隆太教授）。SNSをやっているとき、見た目には手を動
かしたり、頭を使ったりして脳を刺激しているように思えても、測定する
と脳に抑制がかかり（脳の前頭前野が働かないこと）、つまり眠った状態
になっている。仙台市7万人の子どもの脳を調査した結果、このことが明
らかになった。それは睡眠時間や勉強時間とは関係がないそうだ。
　その対極にあるのが素読や対面型のコトバによるコミュニケーション。
これらは脳の働きが活発になる。言われてみれば、自分でも実際にそんな
気がする。
　文明は、楽で便利な生活をもたらした。しかし、それは、脳や身体を積
極的に使わない状態にして、結果的にヒトを退化させているといえる。
 「師曰く……」と素読をした江戸時代の寺子屋に習ふべきことがある。

▲

 5月13日	 運営委員会

▲

 6月12日	 運営委員会

◉�年次総会記念講演会のご案内
　今年の年次総会記念講演会は7月28
日（日）午後、御茶ノ水にある連合会館で
開催となります。講演会では、かくたこ
ども＆アレルギークリニックの角田和彦
先生に「イソシアネートに対してアレル
ギーを起こす人が増えている（仮題）」ま
た、国立環境研究所の小池英子先生に
「ビスフェノールAの免疫かく乱作用に
ついて（仮題）」お話しいただきます。詳
しい内容は、チラシを同封する予定です。
どうぞ皆さんご参加ください。
◉�ツイッター、フェイスブックでの情報
提供を増やします
　地球環境基金の助成を受けて「有害化
学物質による胎児と子どもの悪影響を最
小限にするための政策提言と世論喚起活
動」の活動を開始しています。その一つ
として、有害化学物質の影響を一般市民
の方に理解してもらうため、ツイッター、
フェイスブックでの情報提供に着手する
ことになりました。ぜひフォローしてい
ただき、皆さんの周りの人達にも情報が
伝わるように拡散にもご協力ください。


